
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～地域コーディネーター（地域学校協働活動推進員）になりました～  鹿取悦子です 

自分の子どもがお世話になっている中学校ということで、身近には感じている場所ですが、地域コーディ

ネーター（地域学校協働活動推進員）という大役が務まるのか不安です。でも、子どもたちと関わることは基

本的に好きなことなので、地域の子どもたちとはどこかで関わっていたいと思い、今回引き受けさせて頂き

ました。主に、中学校１年生の芦生の森フィールドワーク、２年生の職場体験、３年生のドキュメンタリー撮影

などで関わらせて頂きます。地域の方々のお仕事の中で生徒が関わらせて頂くことが多いわけですが、お忙

しいところ引き受けて下さる方々には本当に感謝いたしております。地域の方々が活躍している姿に触れる

ことが、生徒たちにとって豊かな経験の１つになるようにお手伝いをしたいと思っておりますので、 

どうぞご協力、ご理解をお願い致します。 

南丹市立美山小学校 
Tel:75-0017 Mail:miyama-es＠kyoto-be.ne.jp 
南丹市立美山中学校 
Tel:75-0027 Mail:miyama-jhs＠kyoto-be.ne.jp 

令和５年１０月 ５日発行 NO.３１ 

毎年、美山中学校の１年生は芦生にある大杉群を見に行

きます。この大杉の群落は京北町上黒田の片波伏状台杉群

のものとおそらく由来が同じと思われます。用材を生産す

るために使われた技術のひとつです。今から８００年以上

も前（室町時代）に考案された技術とも言われています。

北山の台杉のように根元から数メートル上のところを伐

採し、枝を複数伸ばして、それが大きくなってから伐採す

るというものです。北山の台杉は垂木などに用いるため比

中１ 

芦生の森フィールドワーク 1,０００年もの時を超えて生きる      に出会う 大杉 

生徒たちの日頃の学校生活をホームページでもご覧ください⇒ 

山口コーディネーターから鹿取コーディネーターへバトンタッチ！ 

較的細いものですが、芦生の大杉群のスギはとても大きなものと 

なっています。こんなに素晴らしいスギが美山にあることを、子ども

たちに知って欲しいという思いから、このコースを歩いています。 

５月１９日に芦生の森についての事前学習として、長野敏さんに

教室でお話をして頂きました。芦生の森のうち 4200ha は京都大学

芦生研究林として大学が管理をしていますが、とても広い森なので、

奥深いところ、原生的自然といわれる人の手があまり入っていない

ところ、滝の多い急峻なところ、など多様な森があります。この学年

は小学校４年生の時に芦生の上谷沿い、由良川の最源流を歩いてい

ます。今回のコースは、少し標高の高い尾根沿いを歩きます。片道 

１時間半から２時間かかるので、中学生に 

ちょうど良いハイキングコースです。 

５月３１日に芦生もりびと協会の前田敦

子さん、広瀬慎也さん、川勝ユキさんにガイ

ドをお願いし、森に入りました。少人数に別

れて歩くことでガイドさんから森について、植物や動物について丁寧にお話を

聞くことができました。葉っぱを拾ったり、さまざまな花を見たり、幹を触れた

り、子どもたちは実際に手に触れて森を感じ取っていました。人によって興味の

対象はそれぞれ違うと思いますが、その違った目線で森を見て、大木を見て、歩

いて、それらをまた学年で共有してもらえたら良いと思います。 

北山台杉 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MIYAMAGAKU 

「美山小中学校 学校運営協議会」「 」について  

 

  

ここにも「Team-MIYAMAGAKU チーム美山学」！チームメイト募集中！ 

※あくまで例ですので、すべての活動・団体を紹介できていません 

美山学の取組は、地域に関わった授業や校外学習だけではありません。

美山小学校では、コロナ禍で学校が休校になったあとの学習サポートの

取組から「わくわくスタディ」が始まり、現在も地域の皆さんと交流し

ながら楽しく学ぶこともその目的のひとつとして継続しています。また

2 学期からは、中学生の学びを考えるという視点から、希望する 3 年生

がスタッフとして参加することになりました。 

美山小中学校ならではの連携で、地域の方はもちろん、中学

生も Team-MIYAMAGAKU の一員というわけです。 

また、「60 分プロジェクト」と題して、月曜日の放課後 60

分を小学生児童だけで自由に活動する取組が始まり、その見守

りを地域のスタッフが行っています。大人はあくまで見守り、

必要な時に子どもたちに関わるようにしています。これなら私

にもできそう！と思われた方、ぜひ一度見に来てくださいね。 


